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販売者は商品の著作権に注意せよ

【注目点】

販売者が商品を販売する際の留意点は何か。

【事実関係】

　外国の某企業Ａ社が創作した人気漫画キャラクター（以下、当該キャラクターという）について、2008年2月12日、中国企業Ｂ社はＡ社の授権により中国企業Ｃ社と契約を結んだ。その契約内容は、当該キャラクターの独占的な放送権、映像使用権、商品化する権利、出版権などの権利を期限付きで再授権するというものであった。この再授権に基づき、Ｃ社は国家版権局にその独占的な権利（出版権、生産権などを含む）を登録した。

　その後、Ｄ社（中国国内のデパート）が、当該キャラクターの玩具を販売していた。これを見つけたＣ社は、Ｄ社を相手取り、人民法院に提訴した。

【判旨】

Ｄ社は当該キャラクター商品の販売を停止せよ。且つ、損害賠償金としてＤ社は22170.5人民元をＣ社に支払え。

【法律解釈】

1、 『中華人民共和国著作権法』第十条の規定により、著作権は人身権及び財産権を含め、そのうちの複製権とは、印刷、複製、拓印、録音、録画、複写などの方式で、作品を一部または複数複製する権利である。

2、 『中華人民共和国著作権法』第四十七条の規定により、著作権者の許可なく作品をコピーした者は、侵害停止、影響除去、謝罪、損害賠償などの民事責任を負う。公共の利益を損害した者に対しては、著作権行政管理機関が、権利侵害行為の停止を命じ、違法所得を徴収し、コピー製品を没収することができ、同時に罰金を科すことができる。

3、 『中華人民共和国著作権法』第五十二条の規定により、複製品の出版者、製作者はその出版、製作を合法的に授権されたことを証明できない場合、法的責任を負わなければならない。

４、『中華人民共和国著作権実施条例』第三十五の規定により、ある専有使用権を取得した使用者は、著作権者を含めるすべての他人の同様な方式による作品使用を排除する権利を有する。
【コメント】

１、いわゆる複製権は単に物をまるごと写すだけではなく、平面の製品を立体化することも指す。本案の場合、平面の当該キャラクターを立体化し商品にしたことは、著作権利者の複製権を侵害する行為に当たる。

2、 商品を販売する者は、商品の正当な入手ルートを明らかにする必要がある。つまり、著作権のある商品を取扱う場合、その商品が著作権者の授権により生産されたものであることを確認する必要があり、それを証明できない場合には、著作権者から権利侵害として損害賠償を求められることがある。


「全国人民代表大会常務委員会の「中華人民共和国道路交通
安全法」の改正に関する決定」の解説
全国人民代表大会常務委員会（以下、全人大常委会と称する）は、2011年4月22日付「全人大常委会の「中華人民共和国道路交通安全法」の改正に関する決定」（以下、新道路交通安全法と称する）を通過し、5月1日より実施した。実務上新道路交通安全法の概要を説明する。

 一、背景：

全人大常委会は、2011年2月25日付「刑法修正案(八)」を通過し、新たに危険運転罪などを追加したが、一部の地域では飲酒運転は依然として禁じられず、飲酒運転による悪性交通事故は頻発し、その根源として飲酒運転の違法コストが低すぎて、内心的に飲酒運転の人を脅かせないと認め、立法で飲酒運転の厳罰メカニズムを作りあげ、社会全体の文明運転の風習の形成を促すよう、「刑法修正案(八)」と新道路交通安全法を5月1日より一斉に実施することを決めた。
二、要点：

１、新道路交通安全法第九十一条では、飲酒運転した場合、自動車運転免許の6ヶ月間を差押え、且つ1千元以上から2千元以下まで罰金を処する。飲酒運転で罰金を処された後、再度飲酒運転の場合、10日間以下拘留し、且つ1千元以上2千元以下の罰金を処し、自動車免許を取下げる。

酒酔い運転の場合、公安機関交通管理部門は、自動車免許を取上げ、刑事責任を追及し、5年以内に新たに自動車免許の取得を認めない。

飲酒運転または酒酔い運転で重大交通事故が起き、犯罪を構成した人に対して公安機関交通部門は、法により刑事責任を追及し、その自動車免許を取上げ、永久に自動車免許の再発行をしてはならない。

２、第九十六条第１項では、偽造、変造の自動車登記証書、ナンバー、免許を偽造、変造または使用した場合、公安機関交通部門は押収、該当自動車を差押え、15日間以下拘留し、且つ2千元以上5千元以下罰金を処し、犯罪を構成した場合、法により刑事責任を追及する。

三、私見：
１、今まで酒酔い運転行為に対して違法行為のみとして処理されてきたが、「刑法修正案(八)」の施行に伴い、法により酒酔い運転行為責任を追及する危険運転罪を刑事責任の範囲に取り入れたとして、これから酒酔い運転の認定基準及び証拠基準を如何に規範すべきか、実施細則の整備を含め、裁判所の取り組むべき課題が多い。

２、「刑法修正案(八)」と「新道路交通安全法」は今月1日から施行されたが、人情社会と言われる中国では公安交通部門または裁判所は果たして飲酒または酒酔い運転行為をした官と民に対して同じく厳罰を科することができるか、「人情案件」を避けられるか、交通警察、裁判官による鉄面無私の執法を大いに期待されている。


	№
	法　　律　　名　　称
	施行日

	1
	全国人民代表大会常務委員会の「中華人民共和国道路交通安全法」の改正に関する決定」（『重要法規解説』をご参照ください）
	2011/05/01 

	2
	最高裁の「中華人民共和国刑法修正案（八)」時間効力問題に関する解釈
	2011/05/01

	3
	最高裁の執行案件委託若干問題に関する規定
	2011/05/16

	4
	衛生部の「食品関連産品新品種申報及び受理規定」の印刷配布に関する通知
	2011/05/23

	5
	国家安全監管総局の「危険化学品安全管理条例」の学習宣伝の貫徹に関する通知
	2011/05/23

	6
	環境保護部・商務部・税関の固体廃棄物輸入管理弁法
	2011/08/01


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注①：本ニューズレターに掲載した内容のすべての著作権は当事務所に帰属します。無断複製、無断変更、無断引用、またはこれらに類する行為を固くお断りいたします。

注②：本ニューズーレターに掲載した新主要法令の中国語原文がご入用でしたら、ご連絡をいただければ当事務所より無料で（中国語のまま）ご提供いたします。（日本語翻訳文は有料とさせていただきます。）
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